
計画スタート時 平成２１年度末までの

（平成１７年４月） 目標事業量

病後児保育事業

（施設型）

一時保育事業　※１

特定保育事業　※１

※１　「一時保育事業」と「特定保育事業」は一体化
※２　定員数
※３　公立保育所：登録児童について、定員９０人以上は平均的な３歳児の配置基準の１５人、９０人未満は１０人として、スポットは一律で３人として積算　
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施しているため各定数を計上
　　　民間保育所：各園に照会して受け入れ可能児童数を確認
　　　　　　　　　　　　・前延長と後延長の保育を実施している場合は各定数を計上

通常保育事業　※2

延長保育事業　※3 ３５箇所・１，０９０人３１箇所・８１７人３１箇所・８３２人２１箇所・５３２人

３０箇所 ３０箇所 ３４箇所

２，５２０人 ２，５２０人 ２，５９５人 ３，０９８人

０箇所・０人 ０箇所・０人 １箇所・１０人

４箇所 ４箇所 ６箇所 ５箇所

１０箇所

学童保育事業 １，８２４人 １，８２４人 １，８５０人 ２，０８２人

地域子育て支援センター事
業

保育所による地域子育て支
援事業

つどいの広場 ０箇所

０箇所・０人

２８箇所

３．目標事業量設定事業の進捗状況

６箇所・６０人 ６箇所・６０人 １１箇所・１１０人 ２４箇所・１２０人

事業名 平成１７年度末 平成１８年度末

３箇所 ５箇所
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４ 事業別進捗状況
（１）基本目標１　子どもと親の豊かな健康づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（１）　子どもと親の健康の確保・増進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 母子保健地域組織育成事業 拡充 総合保健センター

 
　 　

2 事故防止対策 継続 のびのび子育て広場を開催し、生活習
慣の確立と事故防止の啓発を実施。

総合保健センター

　 　 ・実施回数　６回
・参加人数(組)　160組

　 　

3 乳幼児健診 拡充 ４か月・１歳６か月・３歳３か月児を対象
に身体発育・精神発達の両面から健診
を行い、児の健康の保持増進を図った。

４か月・１歳６か月・３歳３か月児を対象
に身体発育・精神発達の両面から健診
を行い、児の健康の保持増進を図った。

総合保健センター

・４か月児健康診査(年間３６回) ・４か月児健康診査(年間３６回)
該当児数　2,715人　受診児数　2,510人 該当児数　2,788人　受診児数　2,598人

・１歳６か月児健康診査(年間４８回) ・１歳６か月児健康診査(年間４８回)
該当児数　2,840人　受診児数　2,660人 該当児数　2,771人　受診児数　2,600人

　 　 ・３歳児健康診査(年間４８回) ・３歳児健康診査(年間４８回)
該当児数　3,017人　受診児数　2,639人 該当児数　2,936人　受診児数　2,645人

4 乳幼児相談 拡充 育児不安の解消と保護者同士の情報交
換の場として、乳幼児相談を実施。

育児不安の解消と保護者同士の情報交
換の場として、乳幼児相談を実施。

総合保健センター

・実施回数　３５回 ・実施回数　３６回
・来所者数　2,019人 ・来所者数　2,129人

5 母乳育児相談 継続 助産師による母乳育児相談を乳幼児相
談と同時に実施した。

助産師による母乳育児相談を乳幼児相
談と同時に実施した。

総合保健センター

・実施回数　１８回 ・実施回数　１８回
・相談者数　２６２人 ・相談者数　３１１人

6 電話による健康相談 拡充 もしもし健康相談　　９０１件 もしもし健康相談　　８９８件 総合保健センター

女性相談　　　　　　　６５件 女性相談　　　　　　　７７件
その他相談　　　　4,587件 その他相談　　　　5,154件

7 2歳児親子歯科健診 継続 ２歳児とその親の歯科健診を実施。 ２歳児とその親の歯科健診を実施。 総合保健センター

・実施回数　１２回 ・実施回数　１２回
・受診児数　４６０人 ・受診児数　３５４人
・受診保護者数　３４３人 ・受診保護者数　２６９人

8 フッ化物塗布・洗口事業 継続 歯っピーフェスティバル、健康まつり等イ
ベントにて実施。

歯っピーフェスティバル、健康まつり等イ
ベントにて実施。

総合保健センター

・　フッ化物塗布　　４７０人 ・　フッ化物塗布　　５８６人
・　洗口事業　　　　２９２人 ・　洗口事業　　　　４６５人

9 予防接種の接種率向上 拡充 総合保健センター

予算額 所　管　課予算額 決算額№ 目標 予算額 決算額事　　業　　名

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。　　随時

保健推進員に対する研修会を実施した
ことにより、保健推進員の資質の向上が
図られた。なお、今後の課題として、妊
産婦の不安を受容できるよう保健推進
員の資質の向上を更に図っていく。

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。　　随時

0 0 0 0 A 0

88 77 乳幼児の事故防止に関するパネルを作
成し、児童センターこどもの城、川越駅
東口児童館等に掲示した。

35 47 A 乳幼児に対する事故防止の啓発活動に
ついては、これまでも様々な事業を通し
実施しており、保護者の関心も高まって
いる。今後も子どもの事故防止について
の啓発事業について、推進していく。

41

23,428 23,541 23,585 23,764 A 乳幼児健診については、高い受診率を
維持しており、健診の目的を十分果たす
ことができた。なお、今後の課題として
は、未受診者の状況把握を実施し、受診
勧奨を強化する。それともに、未受診者・
要支援者のフォロー体制を充実させる。

24,698

1,286 1,000 1,197 1,124 A 定例開催されている乳幼児相談につい
ては、多くの方に利用されており、育児
不安の解消等に寄与している。なお、今
後の課題としては、公民館・サークル等
の依頼を受け、保健師・栄養士・歯科衛
生士等による出前相談を充実させてい
く。

1,270

126 126 210 210 A 母乳に関する相談に個別で対応してお
り、母親の不安を解消し、母乳育児の推
進が図られた。今後も継続して実施して
いく。

210

894 406 504 504 A 電話相談については、気軽に相談できる
ことから、多くの人に利用されており、問
題解決等にも寄与している。なお、今後
の課題としては、子どもと母の健康に関
する相談、不妊・更年期等の相談を充実
させる。

504

1,362 1,432 1,601 1,507 A 健診を実施したことにより、受診者は、口
腔衛生の意識が高まり、むし歯の減少に
努めるようになった。今後も継続して実
施していく。

1,530

0 0 0 0 A フッ化物塗布・洗口事業を通して、むし歯
予防のための意識啓発が図られた。今
後も継続して実施していく。

0

A 予防接種の接種勧奨については、広報・
ホームページの情報提供、健康づくりス
ケジュールの全戸配布等により、周知が
図られている。なお、今後の課題として
は、対象者に対する個別通知を実施す
るなど、一層の周知徹底を図ることを検
討する。

0広報・ホームページによる情報提供、健
康づくりスケジールの全戸配布により、
予防接種の接種勧奨等を行った。

0 0 広報・ホームページによる情報提供、健
康づくりスケジールの全戸配布により、
予防接種の接種勧奨等を行った。

0 0
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10 保健推進員による妊婦訪問 拡充 訪問を希望する妊婦に対し、保健推進
員が訪問を実施した。

訪問を希望する妊婦に対し、保健推進
員が訪問を実施した。

総合保健センター

・訪問件数　４３８件 ・訪問件数　５２５件
・依頼件数　６７３件 ・依頼件数　７４２件

11 新生児、産婦訪問指導 拡充 出産後２か月以内の第１子及び第２子
以降で希望のあった母子に対し、訪問
指導を実施した。

出産後２か月以内の第１子及び第２子
以降で希望のあった母子に対し、訪問
指導を実施した。

総合保健センター

・新生児　　1,057人 ・新生児　　1,190人
・産　婦　　　1,036人 ・産　婦　　　1,173人

12 乳幼児訪問指導 拡充 健診・相談・関係機関の依頼等により、
保健師が訪問指導を実施した。

健診・相談・関係機関の依頼等により、
保健師が訪問指導を実施した。

総合保健センター

・乳児　５７件 ・乳児　１１６件
・幼児　８３件 ・幼児　７４件

13 不妊に対する支援 継続 特定不妊治療費の助成 特定不妊治療費の助成 総合保健センター

・交付件数　６８件 ・交付件数　８１件
不妊専門相談センター 不妊専門相談センター
・相談件数　１７件 ・相談件数　２８件

14 妊婦健康診査 継続 ・妊婦一般健康診査定　１回目　2,775人 ・妊婦一般健康診査定　１回目　2,701人 総合保健センター

・妊婦一般健康診査定　２回目　2,575人 ・妊婦一般健康診査定　２回目　2,634人

・ＨＢｓ抗原検査　2,768人 ・ＨＢｓ抗原検査　2,688人
・超音波検査　　　　３０１人 ・超音波検査　　　　３７６人
・ＨＩＶ抗体検査　　2,715人 ・ＨＩＶ抗体検査　　2,605人

15 母親学級・両親学級 拡充 妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの場
を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの場
を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

総合保健センター

・マタニティスクール ・マタニティスクール
延実施回数　１８回　　参加人数　２９７人 延実施回数　１８回　　参加人数　２９７人

・プレ・パパママスクール ・プレ・パパママスクール
実施回数　１０回　　参加人数　２９２人 実施回数　１０回　　参加人数　３４８人

16 マタニティ体操 継続 妊娠６か月以上の妊婦を対象に、出産
準備が積極的にできるよう体操や呼吸
法を指導した。

妊娠６か月以上の妊婦を対象に、出産
準備が積極的にできるよう体操や呼吸
法を指導した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　２５２人 ・延参加人数　１６３人

17 マタニティクッキング 継続 妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
期及びその後の食生活をよりよくするこ
とを目的として、調理実習・指導を行っ
た。

妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
期及びその後の食生活をよりよくするこ
とを目的として、調理実習・指導を行っ
た。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　１１０人 ・延参加人数　　９６人

18 妊婦歯科健診 継続 妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
中に起こりやすい歯科疾患の予防のた
め健診と歯みがき指導を実施した。

妊娠５か月以上の妊婦を対象に、妊娠
中に起こりやすい歯科疾患の予防のた
め健診と歯みがき指導を実施した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・参加人数　　１５３人 ・参加人数　　１６９人

880 742 880 911 B 保健推進員の訪問は、実績はあるもの
の、訪問を希望する妊婦の最近の傾向
として、保健推進員ではなく、専門職の
助産師、保健師等による訪問も希望して
いる。このため、今後、訪問のあり方に
ついて、検討していく必要があると思わ
れる。

880

4,211 3,663 4,833 4,681 A 川越市の新生児、産婦訪問指導につい
ては、専門の助産師による木目が細か
い指導を実施しており、訪問実績も十分
である。なお、今後の課題としては、専門
職である助産師を更に確保していく。

4,689

0 0 0 0 A 支援の必要な乳幼児に対して、保健師
による訪問指導が実施されており、訪問
指導後についても、適切なフォローを実
施している。今後も継続して実施してい
く。

0

8,495 7,261 8,480 8,466 A 特定不妊治療費の助成件数も不妊専門
相談センターの相談件数についても、前
年実績を上回った利用がなされている。
今後も支援を継続していく。

14,480

48,771 46,242 47,917 46,127 A 妊婦健診については、高い受診率を維
持しており、健診の目的を十分果たすこ
とができた。なお、今後の課題として、公
費負担の妊婦健診の回数を５回に増や
すことや健診項目も増やすことを検討す
る。

47,830

521 519 469 450 A 母親学級・両親学級については、妊婦や
その夫に、妊娠、出産、育児等について
学習していただくことにより、積極的に出
産に臨んでもらうことができた。今後の
課題としては、実施日を夏休みや冬休み
に設定するなど、参加しやすいよう工夫
することである。

551

262 115 171 131 A マタニティ体操については、妊婦の方
に、体操や呼吸法を学んでもらうことに
より、出産準備を積極的に行っていただ
いた。今後の課題として、内容を更に充
実させていく。

166

146 112 159 114 A マタニティクッキングについては、妊婦の
方に、調理実習を通して栄養に関する知
識を学んでいただくことにより、妊娠期及
びその後の食生活の改善が図られた。
今後の課題として、内容を更に充実させ
ていく。

120

518 588 602 613 A 健診を実施したことにより、受診者は、口
腔衛生の意識が高まり、むし歯の減少に
努めるようになった。今後も継続して実
施していく。

612
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19 母子栄養食品の支給 継続 低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握・指導を行った。

低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クを支給し、併せて健康状態、育児状況
の把握・指導を行った。

総合保健センター

・妊産婦　２人 ・妊産婦　０人
・乳児　８人 ・乳児　９人

20 のびのび子育て広場 継続 のびのび子育て広場を開催し、生活習
慣の確立と事故防止の啓発を実施。

終了 総合保健センター

・実施回数　６回
・参加人数(組)　160組

　
21 離乳食教室 継続 離乳食の初期、中期に教室を開始し、離

乳食についての指導を実施した。
離乳食の初期、中期に教室を開始し、離
乳食についての指導を実施した。

総合保健センター

・初期 ・初期
実施回数　１２回　　参加人数　２２８組 実施回数　１２回　　参加人数　２４２組
・中期 ・中期
実施回数　１２回　　参加人数　１７２組 実施回数　１２回　　参加人数　１６６組

22 おやつと歯みがき教室 継続 ２歳６か月から４歳児とその保護者を対
象におやつづくりを行うことで、おやつの
あり方の興味を高めると同時に、口腔内
の手入れの仕方について指導を行っ
た。

２歳６か月から４歳児とその保護者を対
象におやつづくりを行うことで、おやつの
あり方の興味を高めると同時に、口腔内
の手入れの仕方について指導を行っ
た。

総合保健センター

・実施回数　　　　１２回 ・実施回数　　　　１２回
・延参加人数　　１０４組 ・延参加人数　　１３１組

市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等を実施した。

市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等を実施した。

総合保健センター

・実施回数　２７回 ・実施回数　３３回
・参加者延べ９５３人 ・参加人数延べ1,228人

24 未熟児・長期療養児訪問指導 拡充 総合保健センター

・要指導者への訪問指導　３３６人 ・要指導者への訪問指導　４０２人

25 ひよこ教室・ひよこサロン 継続 ひよこ教室（未熟児教室） ひよこ教室（未熟児教室） 総合保健センター

・実施回数　２回　・延参加人数　１５組 ・実施回数　２回　・延参加人数　３４組
ひよこサロン（ちいさく生まれた子どもを
持つ親の会）

ひよこサロン（ちいさく生まれた子どもを
持つ親の会）

・実施回数１２回　・延参加人数　３３組 ・実施回数１２回　・延参加人数　６６組

26 ダウン症児を持つ親の会 継続 いもっこの会の開催 いもっこの会の開催 総合保健センター

・実施回数　　　１１回 ・実施回数　　　１１回
・延参加人数　１６６組 ・延参加人数　１１３組

27 継続 ポッポサークルの開催 ポッポサークルの開催 総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・延参加人数　　９９組 ・延参加人数　　７８組

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、訪問が必要とされる場合に保健師等
が訪問指導を実施した。

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、訪問が必要とされる場合に保健師等
が訪問指導を実施した。

23 育児関連講座等への協力 拡充

食物アレルギーの子どもをもつ
親の会

105 32 138 83

いもっこの会の開催により、ダウン症児
の保護者に対し、情報交換や講演会を
通じ、互いに助け合える支援の場を提供
できた。今後も継続してい実施していく。

128

89 0 201 52

ポッポサークルの開催により、食物アレ
ルギーの子どもをもつ保護者に対し、随
時情報提供、育児不安の解消等の支援
の場を提供できた。今後も継続して実施
していく。

10833

健診・相談・関係機関からの依頼等によ
り、保健師等による訪問指導を実施して
おり、訪問指導後も適切なフォローを実
施している。なお、今後の課題として、処
遇困難事例に対しての検討会等を開催
し、担当者の資質の向上を図っていく。

183

A ひよこ教室、ひよこサロンの開催により、
乳幼児の成長の確認、育児支援及び育
児不安の解消、親同士の交流の場を提
供できた。今後も継続して実施していく。

108

69

60 83 A10

A

－ Ｅ

224 149 232 120

159

A 低所得世帯の妊産婦・乳児に対し粉ミル
クの支給や健康状態・育児状況の把握
及び指導をすることにより、母体の健康
保持、胎児及び出産後の乳児の健全な
成長の支援ができた。今後の課題として
は、更に充実した制度としていく。

245

A 離乳食教室については、離乳食の初期
又は中期の児とその保護者の方に、調
理実習を通して離乳食に関する知識を
学んでいただくことにより、離乳食に関す
る不安の解消が図られた。今後の課題
として、内容を更に充実させていく。

195

－ －

A おやつ歯みがき教室については、2歳6
か月児から4歳児とその保護者の方に、
食への興味を高めると同時に口腔内の
手入れについて体験していただくことに
より、幼児期における食習慣の重要性を
認識していただいた。今後の課題とし
て、内容を更に充実させていく。

152

69

42

112 104 157 127

A

0 0

－

60 28 78

187 191 241

－

A 市内の公民館、児童館、子育てサーク
ル等からの依頼により、保健師・栄養
士・歯科衛生士が会場に出向き、それぞ
れのテーマに沿った内容での講義、実
習等が実施できた。今後は、講座開催
の機会が増やしていけるよう、公民館等
関係機関と連携を図るとともに、子育て
サークル等にも周知していく。

35

8



28 すくすくクリニック 継続 未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

未熟児及び健診等で発育・発達に遅れ
がみられる概ね１歳までの子供を対象
に診察・相談を実施した。

総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　６５人 ・受診者数　　　６７人

29 発育・発達クリニック 拡充 総合保健センター

30 こどもの心の健康相談 拡充 総合保健センター

・実施回数　　　１２回 ・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　５４人 ・受診者数　　　６６人

31 多胎児をもつ親の会 継続 ハッピーエンジェルへの支援 ハッピーエンジェルへの支援 総合保健センター

・実施回数　　　　２４回 ・実施回数　　　　２４回
・延参加人数　　４０６組 ・延参加人数　　３５６組

32 乳幼児医療費の助成 拡充 こどもが必要とする医療を容易に受けら 647,328 587,367 こどもが必要とする医療を容易に受けら 651,833 606,668 こどもが必要とする医療を容易に受けら 621,703 医療助成課
(平成１８年度以降こども医療費 れるようにし、こどもの保健の向上と福 れるようにし、こどもの保健の向上と福 れるようにし、こどもの保健の向上と福
の助成） 祉の増進を図るためこどもに対する医 祉の増進を図るためこどもに対する医 祉の増進を図るためこどもに対する医

療費の一部を支給した。 療費の一部を支給した。 Ａ 療費の一部を支給する。
６月診療分から入院を１５歳の年度末ま
でに拡大し、自己負担金を廃止した。
(通院は従来どおり、小学校就学前まで)
支給件数　282,288件 支給件数　293,053件 支給予定件数　303,000件
支給額　551,921千円 支給額　572,249千円 支給予定額　585,000千円

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。
・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　９２人

乳幼児健診断、相談等で成長や精神・
運動発達に心配がある乳幼児を対象
に、診察・発達テスト・相談を実施した。
・実施回数　　　１２回
・受診者数　　　８０人

960 943 973 963

A

449 493 465489

969 957 973 957

未熟児及び発育・発達に遅れがみられ
る概ね1歳までの子どもを対象に、診察・
相談を実施することにより、成長・発達を
正しく評価し、健やかな育成と育児につ
いての支援ができた。今後は、相談体制
を充実させ、更に受診しやすい制度にし
ていく。

487

成長や精神・運動発達に心配がある乳
幼児等を対象に、診察・相談・発達テスト
を実施することにより、成長・発達を正し
く評価し、健やかな育成と育児について
の支援ができた。今後は、相談体制を充
実させ、更に受診しやすい制度にしてい
く。

1135

A

A 心の健康に心配がある乳幼児等を対象
に、診察・相談・発達テストを実施するこ
とにより、成長・発達を正しく評価し、健
やかな育成と育児についての支援がで
きた。今後は、相談体制を充実させ、更
に受診しやすい制度にしていく。

1135

7584 0 63 0 多胎児をもつ親の会に対し、より専門的
な育児の相談・保護者同士の情報交換
の場を提供することにより、多胎児の育
児をより楽しくプラス思考で行えるような
支援ができた。今後も継続して実施して
いく。

A

9



 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（２）　「食育」の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 幼稚園・保育所等における指導 拡充 0 0 0 0 0 保育課　
　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　
小学校2年生に対する食に関する指導 0 0 小学校2年生に対する食に関する指導 0 0 小学校2年生に対する食に関する指導 0 給食センター
　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回  各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

0 0 0 0 0 教育指導課

　 　
0 0 0 0 0 学校管理課

　  　
3 継続 0 0 0 0 0 給食センター

4 情報発信活動 拡充 総合保健センター

5 乳幼児健診・相談時の栄養相談 拡充 総合保健センター

6 食生活改善推進員協議会の活動支援 拡充 総合保健センター

7 地域活動栄養士会との協働 拡充 総合保健センター

0

8 拡充 総合保健センター

  

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催

食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習を実施した。

0

A

地域活動栄養士の会(ＰＦＣ）との共催事
業「たのしい食育」を実施した。この事業
は、1歳6か月から4歳未満の子とその保
護者に参加してもらい、食育について、
学んでもらった。

－マタニティクッキング・離乳食教
室・おやつと歯みがき教室・２歳
児親子歯科健診での展開

妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催し、望ましい食生活・
食べることの楽しさ等食事を通した健康
づくり・「食べる力」を育む支援をおこなっ
た。

－ －妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催し、望ましい食生活・
食べることの楽しさ等食事を通した健康
づくり・「食べる力」を育む支援をおこなっ
た。

2 小・中学校への指導 継続

№ 事　　業　　名 目標

0 食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習を実施した。

0

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談・教育を実施した。

－ －

食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣の啓発を掲示した。

0 0 食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣のポスターの掲示等を実施した。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

引き続き、児童生徒が生涯にわたり健康
で充実した生活を送るための基礎知識
を身に付けるための指導を行う。

学校栄養職員の研修会を実施する。
１回

学校栄養職員の研修会を実施した。
１回　17　名

学校栄養職員の研修会を実施した。
１回　17　名

Ａ

Ａ

決算額 予算額

0

予算額

地域の特色を活かした「食育」の
実践活動

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行った。
公立保育園２０園　各６回

地域活動栄養士会(PFCの会)の共催事
業等の実施等を検討する予定であった
が、未検討となってしまった。

0

－

0

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行った。
公立保育園２０園　各６回

所　管　課決算額

Ａ

0

Ａ

0 A 食生活改善推進員協議会、地域活動栄
養士会等がイベント開催時に、食生活改
善習慣のポスターの掲示等を実施する
など、情報発信活動を推進できた。な
お、今後の課題として、多くの市民に正
しい情報提供ができるよう支援していく

予算額

Ａ

－

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談コナーを設け、個別的な栄
養相談・教育を実施することができた。
今後も栄養士による栄養相談を充実さ
せていく。

A

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催、
地場産農産物に関する食育資料提供

乳幼児健診・相談時において、栄養士に
よる栄養相談・教育を実施した。

市立保育園において、健全な成長発達
を目指し,食事の楽しさ大切さについて栄
養教育を行う。
公立保育園２０園　各６回

0 A

地場産農産物の学校給食への利用、
地場産農産物を利用した料理教室の開
催、
地場産農産物に関する食育資料提供

地域活動栄養士の会(ＰＦＣ）との共催事
業「たのしい食育」を開催することができ
た。この事業は、1歳6か月から4歳未満
の子とその保護者に参加してもらい、食
育について、学んでもらった。今後も定
期的に、共催事業を開催していく。

－

45

－

14 B

0

－ 妊婦・離乳期・幼児期を対象とした食に
関する教室を開催したことにより、望まし
い食生活・食べることの楽しさ等食事を
通した健康づくり・「食べる力」を育む支
援を行うことができた。今後も、食に対す
る関心を高めていく。

食生活改善推進員議会による「食育」を
目的とした調理実習の支援ができた。今
後は、参加者の充実を図るため周知に
協力する。

10



 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（３）　思春期保健対策の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を図っ
た。

165 24 ・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を図っ
た。

126 95 ・保健所窓口や健康まつりにおいて、各
種のリーフレット等を配布し啓発を行う予
定。

71 保健総務課

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（川越駅周辺）に参
画した。

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（北朝霞駅周辺）に
参画した。

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動６．２６ヤン
グ街頭キャンペーン（所沢駅周辺）に参
画する予定。

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣した。派遣回
数４回　受講者数１，１６８人

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣した。派遣回
数５回　受講者数１，３９５人

・小中学校等の開催する薬物乱用防止
講演会のため講師を派遣する予定。

児童生徒の薬物乱用を未然に防止する
ため、児童生徒に薬物に対する正しい
知識や乱用の恐ろしさ等について理解さ
せ、薬物乱用をさせない資質や能力を
育成する指導を行った。

0 0 児童生徒の薬物乱用を未然に防止する
ため、児童生徒に薬物に対する正しい
知識や乱用の恐ろしさ等について理解さ
せ、薬物乱用をさせない資質や能力を
育成する指導を行った。

0 0 引き続き、児童生徒の薬物乱用を未然
に防止するため、児童生徒に薬物に対
する正しい知識や乱用の恐ろしさ等につ
いて理解させ、薬物乱用をさせない資質
や能力を育成する指導を行う。

0 教育指導課

　 　 　 　  

保護者の参加を促す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　

2 思春期保健相談 新規 ・思春期の体の相談室 165 165 ・思春期の体の相談室 396 396 ・思春期の体の相談室 396 保健予防課
　（5回／年実施　相談者１５名）　 　（12回／年実施　相談者67名）　 　（12回／年実施予定）　
・思春期保健講座 141 141 ・思春期保健講座 165 91 ・高校への出前講座・相談 0

　（5回／年開催　参加者265名）　 　（3回／年開催　参加者103名） ・思春期保健講座 165
　  　

総合保健センター

3 子育て体験学習 新規 総合保健センター

4 中学生の健康教育 継続 総合保健センター

5 飲酒・喫煙防止対策 拡充 総合保健センター

6 性感染症対策 継続 ・性感染症検査・相談 0 0 ・性感染症検査・相談及び即日検査 0 0 ・性感染症検査・相談及び即日検査 0 保健予防課
（月３回　受検者182名） （月３回　受検者３９０名） （月３回実施予定）
・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0 0 ・エイズ関連講座 33,000 33,000 ・エイズ関連講座 33,000

　（1回／年開催　参加者28名） 　（年１回開催予定）
・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0 0 ・エイズを含む性感染症予防啓発事業 0

Ａ

0 B0 0 学校等から随時、電話等の思春期相談
を受け付けた。

0

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施

予算額

1 薬物乱用防止啓発 継続

事　　業　　名 目標№

学校等から随時、電話等の思春期相談
を受け付けた。

所　管　課予算額決算額 予算額

Ａ

決算額

未実施 0 0 未実施

0 0

0

0

0 0 Ｄ 事業実施に向け、関係機関と調整してい
く。

0B学校からの依頼により、中学生を対象
に、健康教育を随時実施した。

0 0 学校からの依頼により、中学生を対象
に、健康教育を随時実施した。

未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。

0 0 未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。

A 未成年の飲酒・喫煙防止について、広
報・ポスター等により啓発活動を実施し
た。今後の課題として、啓発活動を強化
していく。

A

00 0

学校からの依頼による、中学生を対象と
する健康教育を随時実施した。今後の
課題として、啓発活動を強化していく。

学校等から随時、電話等により思春期
相談を実施することができた。今後の課
題として、啓発活動を強化していく。

薬物乱用防止教室の開催：５７校（全校）
実施予定

Ｂ
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 〔網 掛 け〕　 重点施策

１－（４）　小児医療の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

2 休日急患・小児夜間診療事業 継続 診療日数２４４日 診療日数２４５日 診療所

患者数５，１６７人 患者数５，０９８人

　 　
　 　

3 未熟児養育医療給付 継続 養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。

養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。

総合保健センター

・受給者数　　　97人 ・受給者数　　　118人

4 身体障害児育成医療給付等 継続 健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療
の給付を行った。

健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療
の給付を行った。

総合保健センター

・受給者数　　　102人 ・受給者数　　　135人

5 結核児童療育医療給付 継続 健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。

健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。

総合保健センター

・受給者数　　２人 ・受給者数　　１人

6 小児慢性特定疾患医療給付 継続 総合保健センター

・受給者数　　　２３３人 ・受給者数　　　２５１人

　　
　

小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

小児の慢性疾患のうち、国が指定した
特定疾患について、必要な医療給付を
行った。

62,539

保健医療推進課0 0 　・川越市小児救急医療運営費補助金
の交付の対象となる埼玉医科大学総合
医療センターの小児の第二次救急医療
体制における位置付けが、埼玉県の意
向により平成17年度から小児救急医療
拠点病院に変更されたことに伴い、埼玉
県のみの補助対象事業となり、本市の
補助金の交付事務はなくなった。

0 0 A ・当該事業については現在、左記の理由
により市が主体となって事業を実施して
いない。
・小児初期救急医療体制病院で対応可
能な患者についても、第二次救急医療
体制病院である埼玉医科大学総合医療
センターへ駆けつけるケースが多く見ら
れ、第二次救急病院としての機能が阻
害されている状況にある。
・事業目標：拠点病院の存続（１病院）

0　・川越市小児救急医療運営費補助金
の交付の対象となる埼玉医科大学総合
医療センターの小児の第二次救急医療
体制における位置付けが、埼玉県の意
向により平成17年度から小児救急医療
拠点病院に変更されたことに伴い、埼玉
県のみの補助対象事業となり、本市の
補助金の交付事務はなくなった。

1 小児救急医療対策事業 継続

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 所　管　課

A 養育のため、指定養育医療機関に入院
した未熟児に対し、その養育に必要な医
療給付を行った。今後も国の基準を遵守
していくとともに、制度の内容を周知して
いく。

27,152

A 46,311小児の初期救急医療を確保するため、
本年度も休日及び夜間に小児科の診療
を行う。

24,618 21,109 21,778 21,499

9,081 8,876 5,617

59,630 45,755 44,794

5,434

483 427 483 143 A 健全育成・福祉向上を図るため、結核児
童に対して、必要な医療の給付を行っ
た。今後も国の基準を遵守していくととも
に、制度の内容を周知していく。

128

9,036 A

A 小児の慢性疾患のうち、国が指定した特
定疾患について、必要な医療給付を行っ
た。今後も国の基準を遵守していくととも
に、制度の内容を周知していく。

42,74049,610 37,109 49,548 37,769

健全育成・福祉向上を図るため、身体に
障害のある児童に対して、必要な医療の
給付を行った。今後も国の基準を遵守し
ていくとともに、制度の内容を周知してい
く。
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（２）基本目標２　心身の健やかな成長に資する教育環境づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（１）　次代の親の育成 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】
1 男女平等教育研修会 継続 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催した。
180 167 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催した。
170 71 教職員を対象に、男女共同参画社会の

実現についての講演会を開催する。
103 教育指導課

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努めた。

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努めた。

教師用リーフレット「男女平等教育の推
進」を作成し、啓発に努める。

2 中学生社会体験事業 継続 教育指導課
　 　

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２，８９９名（予定）

・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

3 子育て体験学習 新規 総合保健センター

（１－（３）－３の再掲）
　 　

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（２）　子どもの生きる力の育成に向けた教育環境等の整備 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 学校管理課

　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

引き続き、児童生徒が生涯にわたり健
康で充実した生活を送るための基礎知
識を身に付けるための指導を行う。

教育指導課

　

小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 小学校2年生に対する食に関する指導 給食センター

　　　196回　　3,050人 　　　196回　　2,935人 　　　202回　　2,925人
小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導 小・中学校への食に関する指導
　　　22回 　　　22回 食に関する指導の全体計画の作成
各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回 各種広報誌の発行　　　6回

2 子ども情報提供事業 継続 生涯学習課

3 臨床心理士配置事業 新規 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行った。
・相談件数　２１９件

1,395 1,364 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行った。
・相談件数　２７５件

1,395 1,395 Ａ 教育総合相談センター（リベーラ）に１人
配置し、学校やリベーラにおける相談活
動の指導、助言を行う。

1,372 教育研究所

4 さわやか相談員配置事業 継続 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施した。
・中学校２２校に１１人配置
・相談者延べ人数　８，０４２人

9,010 8,973 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施した。
・中学校１１校に１１人配置
・相談者延べ人数　８，０４６人

9,911 9,805 Ａ 児童生徒や保護者への相談活動、家庭
訪問等を実施する。
・中学校２２校に２２人配置

25,185 教育研究所

1,320 1,320 1,320

-

1,320

- 未実施

決算額

A

-

1,320

900

-

-

-

- -

A

Ａ

A

- -

1 小・中学校への指導
（１－（２）－２の再掲）

7561,080

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ
た。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

予算額 決算額 予算額

774川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額

№ 事　　業　　名 目標

予算額

予算額 所　管　課

決算額 予算額

A

所　管　課

-- - Ｄ 事業実施に向け、関係機関と調整して
いく。

Ａ 川越市子ども情報誌｢小江戸探検隊」を
年４回発行。市立小中学校の児童生徒
の全家庭に配布。

未実施 -

- -

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

児童生徒が生涯にわたり健康で充実し
た生活を送るための基礎知識を身に付
けるための指導を行った。

- -

- -

1,080

継続
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5 学校カウンセリング研修事業 継続 カウンセリングに必要な理論や技法を
身につけるために、教職員やさわやか
相談員への研修を実施した。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回
・担任のための不登校児童生徒への支
援研修会…３回

185 127 教職員やさわやか相談員への研修を実
施した。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回
・担任のための不登校児童生徒への支
援研修会…３回

175 151 Ａ 教職員や川越市さわやか相談員への
研修を実施する。
・学校教育相談コンサルテーション研修
会…２回
・学校カウンセリング初級研修会…３回
同中級…９回
・特色あるさわやか相談室づくり研修会
…３回

175 教育研究所

6 適応指導教室 継続 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施した。

1,140 1,008 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施した。

1,080 2,104 教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への学校復帰を目指すため
の学習支援や体験活動等を実施する。

2,135 教育研究所

・通室　小学生２人、中学生１０人 ・通室　中学生７人 ・通室　中学生７人
学校への訪問指導 学校への訪問指導 学校への訪問指導 教育指導課

未実施 未実施 未実施 教育研究所

8 川越市教職員研修事業 拡充 教育研究所

市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 0 市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 0 市内全小中学校に、県費により指導法
改善に伴う加配教員が　配置され、少
人数指導・ティームティーチングを実施

0 教育指導課

・加配教員数
　　　　…小学校４８人、中学校３４人

・加配教員数
　　　　…小学校４８人、中学校３３人

・加配教員数
　　　　…小学校４９人、中学校３４人

※少人数学級については学校管理課

学校管理課

10 教育副読本の整備 継続 教育指導課4,0484,898

29,098 27,645 Ａ

4,437 Ａ小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備した。

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置した。
少人数学級のための臨時講師
　　　　　　　８名　３２，０９８，０００円

6,388

4,696

Ａ

Ａ

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置する。
少人数学級のための臨時講師　８名

Ａ

川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施する。研修内
容の工夫改善を図り、一部の研修に
コースによる選択制を導入した

継続

9 指導方法の工夫改善、少人数学級 拡充

7 総合的な学習の時間の支援

研修講座数　８５　　　　研修日数　２７７
日　　　　　　　　参加予定数　２，６１１人
参加延べ人数　５，７６８人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

5,696 4,755

Ａ

D

0

0

対象学年における１学級あたりの人数
が多い学校において、市独自の少人数
学級編制を行い、１学級増になった学校
に、市費採用の臨時講師を配置した。
少人数学級のための臨時講師　５名

小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備した。

4,899

川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施した。

3,827 川越市立学校（小・中・高・養護）の教職
員を対象とした研修を実施した。

0

小学校３，４年生の社会科の副読本を
整備する。

16,439 15,828 31,129

研修講座数　８１　　　　研修日数　２１６
日　　　　　　　　参加者数　２，３９７人
参加延べ人数　５，６４３人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

研修講座数　８２　　　　研修日数　２１３
日　　　　　　　　参加者数　２，２５９人
参加延べ人数　５，５０２人　主な内容
は、年次研修・職能別研修・重点研修・
奨励研修など

6,837

0

0

0

0 0

0

0
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11 中学校社会体験事業 継続 教育指導課
（２－（１）－２の再掲）

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２８９９名（予定）
・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

12 国際理解教育 継続 小学校における総合的な学習の時間等 小学校における総合的な学習の時間等 小学校における総合的な学習の時間等 教育研究所

の国際理解教育、英語活動の充実のた の国際理解教育、英語活動の充実のた の国際理解教育、英語活動の充実のた
めの研修会、研究資料の作成を行った。 めの研修会、研究資料の作成を行った。 めの研修会を実施する。
・国際理解教育研修会２回
　　　　　　　　　　　　　　参加者８７人

・国際理解教育研修会２回　参加者８８人

・国際理解教育推進委員会
                        ４回　参加者３６人

・国際理解教育推進委員会
                         ４回　参加者３２人

13 情報教育 継続 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行った。

109,270 93,296 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行った。

115,482 84,754 情報教育について研修会を実施すると
ともに、コンピュータ等情報教育機器の
整備、研究資料の作成を行う。

136,152 教育研究所

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

小学校３３校　８４３台
中学校２２校　９４６台

更新　中学校１０校各４１台（４１０台） 更新　小学校６校各２１台 小学校２５校のコンピュータ室、小中学
校５５校職員室用（各校１台）更新

パソコン初級講座他３研修会　９回 パソコン初級講座他３研修会　９回

14 土曜体験教室 継続 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

60 60 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

60 36 60 博物館

22回　延べ1,426人 ２１回　延べ1,232人

15 子ども博物館教室 継続 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

54 36 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

54 30 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深める。

12 博物館

3回　　延べ142人 3回　　延べ98人

16 夏休み子ども体験 継続 12 12 12 21 12 博物館

3回　　延べ211人 4回　　延べ232人

17 昔の遊び 継続 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

0 0 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

0 0 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供する。

0 博物館

2回　　延べ255人 2回　　延べ225人

18 ミュージアムシアター 継続 映画を通して、日本の歴史・文化に親し
み、平和について考える機会とした。

0 0 予定なし 0 0 予定なし 0 博物館

2回　　延べ89人

19 人権教育 継続 496 273 496 272 521 生涯学習課

179 118 179 97 179

20 人権啓発事業 継続 0 0 0 0 0 人権推進課

-

A

A

D

A

- -

30 30 20

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供する。

A

やさしいパソコン操作研修会他、４研修
会

・国際理解教育研修会２回　参加者８８人

Ａ

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行う。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

30 30

- -

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催。

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催。

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行った。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

B

A

A

人権作文集「あけぼの」を3,200部発行
予定。
いのちこころを大切にする絵画展を３日
間開催予定。

　人権意識の高揚と差別意識や偏見の
解消に向けた啓発をさまざまな機会を
利用して行った。

Ａ

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供する。
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21 学校部活動補助事業 継続 3,200 3,180 3,200 3,186 3,200 教育指導課

22 公立学校施設の整備 継続 1,215,829 660,377 2,099,260 1,617,599 655,037 教育財務課

23 幼児教育振興プログラムの策定 新規 策定に向けて調査・研究を行った。 0 0 プログラムの原案作成及び検討を行った 0 0 策定を完了する。 0 教育指導課

24 育児関連講座 継続 中央公民館

　２１講座　８７回 　２０講座　７６回
　参加者延べ２，３５６人 　参加者延べ１，３３４人

25 幼保小連絡懇談会の実施 継続 30 26 30 25 30 教育指導課

26 新規 教育委員会で報告、本年度から実施を
開始した。

0 0 計画に基づき、各施策を実施した。 0 0 関係諸機関及び関係者が協力して読書
活動を推進する体制を整備する。

0 教育指導課

27 学校図書館図書の整備 拡充 「学校図書館図書標準」の達成に向け、
計画的な図書購入及び廃棄に努めた。
・達成率　小学校56.4%  中学校67.3%

28,711 28,483 「学校図書館図書標準」の達成に向け、
計画的な図書購入及び廃棄に努めた。
・達成率　小学校59.3%  中学校70.2%

29,857 29,788 C 引き続き「学校図書館図書標準」の達成
に向け、計画的な図書購入及び廃棄に
努める。

30,739 教育指導課

28 小江戸読書マラソン事業 継続 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡した。
・参加児童数18,061名　認定数8,061名

445 139 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡した。
・参加児童数18,260名　認定数8,470名

440 139 A 小学校全児童に対して読書マラソン
カードを配布し、30冊以上読んだ児童に
認定証を渡す。

325 教育指導課

29 小江戸中学生読書手帳事業 継続 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。
・活用している9校
・あまり活用していない13校

217,000 127,875 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。
・活用している15校
・あまり活用していない7校

171 128 B 中学校１年生に対して、推薦図書を紹
介した手帳を配布し、読書活動の啓発
を実施した。活用をさらに進めるととも
に、様式や実施方法について改善案を
検討する。

140 教育指導課

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

２－（３）　家庭や地域の教育力の向上 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】
1 教育相談・就学相談事業　 継続 子どもの教育に関すること、学校生活、

発達や就学に関する相談に応じた。
・教育総合相談ｾﾝﾀｰの相談件数　延べ
2031件
・川越市就学支援委員会（委員２５名）
相談対象１８０名（１７３名に就学先判
断）

1,972 1,964 子どもの教育に関すること、学校生活、
発達や就学に関する相談に応じた。
・教育総合相談ｾﾝﾀｰの相談件数　延べ
2782件
・川越市就学支援委員会（委員２５名）
　相談対象２１０名（２０２名に就学先判
断）

2,292 2,194 Ａ 子どもの教育に関すること、学校生活、
発達や就学に関する相談に応じる。
・川越市就学支援委員会（25名予定）

2,412 教育研究所

2 不登校児童生徒保護者セミナー 継続 0 0 0 0 0 教育研究所

B

B

C

653

「様々な遊びや活動をとおして、どのよう
に子どもの人間関係をつくっていくか。」
をテーマに幼稚園・保育園・小学校の教
職員の参加のもと開催する。

「様々な遊びや活動をとおして、基礎的
な体力をどう身に付けさせていくか。」を
テーマに幼稚園・保育園・小学校の教職
員の参加のもと開催した。
①内容　レポート提案　グループ協議
等
②参加者　237名

「様々な遊びや活動をとおして、基礎的
な体力をどう身に付けさせていくか。」を
テーマに幼稚園・保育園・小学校の教職
員の参加のもと開催した。
①内容　レポート提案　グループ協議
等
②参加者　235名

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供する。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

575

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行っ
た。

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行っ
た。

1,325

部活動は生徒の健全な発育や体力向
上の視点から教育的な意義は大変大き
い。外部指導者や地域との連携を図る
とともに生徒や学校の要望に応えられ
る部活動運営に努める。

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じる。
・３回実施予定

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じた。
・４回実施
・４名参加

不登校児童生徒の保護者を対象に、不
登校理解のためのセミナーを実施し、相
談に応じた。
・３回実施
・９名参加

部活動加入率は９３．９％。学年や学級
を離れての自主的な活動は、仲間との
ふれあいを通して協調性や責任感等の
育成でき、教育的な意義があった。

部活動に９３．７％の生徒が加入（昨年
度比＋０．８％）。また、部活動数は、３２
６部（昨年度比＋９部）であった。

Ａ

川越市子ども読書活動推進計
画の策定・推進

A

B

A

学校施設の耐震性能の向上を図るとと
もに、施設・整備の等の改善改修を行
う。

678 514

所　管　課№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額
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3 学習相談 継続 生涯学習課

4 家庭教育学級 継続 生涯学習課

5 家庭教育講座 拡充 中央公民館

　２３講座　１０４回 　２８講座　１１４回　
　参加者延べ２，３７４人 　参加者延べ２，４３４人

6 総合型地域スポーツクラブ 拡充 市民スポーツ課

7 スポーツ少年団 継続 市民スポーツ課

8 学校体育施設開放事業 継続 12,576 市民スポーツ課

9 人材バンク 新規 生涯学習課

10 学生ボランティアの活用 新規 生涯学習課

80 150

11 出前講座 新規 生涯学習課

0 0

12 エコチャレンジファミリー事業 継続 ・67家族がエコチャレンジファミリー認定 ・20家族がエコチャレンジファミリー認定 引き続き電力量を測る機器を貸し出すこ 環境政策課

・3種類の全コースを修了した7家族を ・ゴールドエコチャレンジファミリー0件 とを通じて省ｴﾈの取組を市域に広げる。
　ゴールドエコチャレンジファミリーに認定 課題  ・申込者の安定確保
・小学生向けに「省エネワークブック」作成 　　　・省エネワークブック活用者の確保

　　　　・参加者の追跡調査
13 市民環境調査 継続 「川越の樹めぐり」として、講師による巨 「親子で湧水探訪」として、講師指導の 「レモンの雨がふってくる（酸性雨調査）」 環境政策課

樹・古木にまつわる歴史等の説明や、 もと湧水の水質調査を行った。 を実施予定。
樹高の測定を実演した。 【１回実施　参加者数６人】
【１回実施　参加者数１２人】

14 星空観察の集い 継続 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 児童センターこどもの城にて、夏期と冬 環境政策課

期に実施した。 期に実施した。 期に実施予定。
・夏期　参加者数４９人 ・夏期　参加者数４９人
・冬期　参加者数１９人 ・冬期　参加者数４３人

53

Ａ

53

120 71

33

2,160

1,600

2,160

1,395

0

67

115

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

200

C 子どもサポート推進事業の取組の一環
として、市内１４地区ごとに地域の人材
バンクを設置する。
地域の人材をどう発掘していくか。また
どう活かしていくか。

子どもサ
ポート推
進事業予
算の一部

Ｂ

350 350 300 300地域住民が主体的、自主的に運営する
総合型地域スポーツクラブの設置・育成
に努めた。育成では、１０の教室や大会
を開催した。
教室等参加者合計約２５０名

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・54校ＰＴＡ

1,876

1,149 912

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託する。
・54校ＰＴＡ

地域住民が主体的、自主的に運営でき
るよう人的・物的な支援に努める。新た
に１箇所設置できるよう準備を進める。

300

84197

ＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

0

72

Ａ

ＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施する。

Ａ

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催する。

Ａ

Ａ

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放する。

2,200 2,200

高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行った。

1,165 1,033 高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行った。

600 600

Ｂ 高階北学習情報館に学習相談員を配
置し学習相談を行う。

市内の４つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。その他
サポート事業へも参加してもらう。

A

ＢＰＴＡ家庭教育学級や公民館事業にお
いて人権教育の講座を実施する際に
は、生涯学習課人権教育担当の職員を
講師として派遣

12,576

子どもサ
ポート推進
事業予算
の一部

200市内の２つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。

0

13,215

200

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。　学校体育施設開放参加人
数２７３，４６８名。霞北プール開放参加
人数３，９３０名。学校プール開放参加
人数２１６名。

53 52

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

市内の３つの大学と連携して小中学生
向けの講座を実施。実施校の学生にボ
ランティアとして参加してもらう。また一
部地区の子どもサポート事業にも参加
してもらう。

140 17

126

地域住民が主体的、自主的に運営する
総合型地域スポーツクラブの設置・育成
に努めた。育成では、９つの教室や大会
を開催した。
教室等参加者合計約２００名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，４５４名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，３９０名

子どもサポート推進事業の取組の一環
として、モデル４地区に地域の人材バン
クを設置する。

子どもサ
ポート推進
事業予算
の一部

13,215

子どもサポート推進事業の取組の一環
として、市内１４地区ごとに地域の人材
バンクを設置する。一部地区では活用も
開始。

500 500

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。学校体育施設開放参加人数
２３２，４４０名。霞北プール開放参加人
数３，１３０名。学校プール開放参加人
数２１９名。

1,595

700

Ｂ

12,433

1,374

2,160

1,553

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・55校ＰＴＡ

A

17



15 省エネ・新エネフェアｉｎ産博 継続 環境政策課

課題
・参加企業数の確保
・集客力の高い展示内容の考案

16 環境ふれあい教室（水生生物調査継続 水生生物の生息状況を調べて、川の水 水生生物の生息状況を調べて、川の水 水生生物の生息状況を調べて、川の水 環境保全課

質を知ることにより、水辺への親しみや 質を知ることにより、水辺への親しみや 質を知ることにより、水辺への親しみや
身近な環境問題に関心を高めてもらう 身近な環境問題に関心を高めてもらう 身近な環境問題に関心を高めてもらう
ため、水生生物調査を実施した。 ため、水生生物調査を実施した。 機会をつくる。
・環境ふれあい教室　１回１４人 ・環境ふれあい教室　１回２０人 ・環境ふれあい教室　１回３０人予定

17 夏休み親子リサイクル体験ツアー継続 資源循環推進課

18 市民の森 継続 (１)維持管理 (１)維持管理 (１)維持管理 環境政策課

　清掃（週１回)、除草業務委託(年２ 　清掃（週１回)、除草業務委託(年２ 　清掃（週１回)、除草業務委託(年２
　回)、剪定、枯損木処理(随時) 　回)、剪定、枯損木処理(随時) 　回)、剪定、枯損木処理(随時)
（２)施設改修 （２)施設改修 （２)施設改修
　第１号施設修繕工事 　第６号施設修繕工事 　第９号施設修繕工事

19 こどもエコクラブ 継続 会員募集のほか、市主催のイベントを 会員募集のほか、市主催のイベントを 会員募集のほか、市主催のイベントを 環境政策課

実施した。登録数（２０クラブ、４２３会 実施した。登録数（１６クラブ、３１４会 実施予定。
員） 員） イベントへの参加クラブ数を増やして
・研修会（海洋環境保全教室） ・研修会　参加者数１７人 いくことが課題。
　参加者数２６人 ・交流会　参加者数２８人
・交流会　参加者数１６人 ・発表会　参加２クラブ、４人

20 エコチャレンジスクール 継続 養護学校及び市立川越高等学校が加
わり、市内全５７校がエコチャレンジス
クールに認定された。

210 208 第１期の取組を終了した小・中３８校が
再申請を行い、エコチャレンジスクール
に認定された。

180 73 第２期の取組を終了した小・中１７校と
第１期の取組を終了した養護学校及び
市立川越高等学校の１９校が再申請を
し、今後審査を行う。

229 教育研究所

・環境教育研修会　１回　参加者４６名 ・環境教育研修会　１回　参加者４９名 ・環境教育研修会１回　参加者予定５６名
・環境教育資料冊子（エコチャレンジス
クール認定事業平成１６年度導入校実
践報告書）

・環境教育資料冊子（エコチャレンジス
クール認定事業平成１７・１８年度実践
校報告書（平成１７年度認定校））

・環境教育資料冊子

・リーフレット作成 ・リーフレット作成 ・リーフレット作成

Ｂ

A

A

Ａ

Ａ

Ａ

ごみ処理施設の状況を親子で見学し、
リサイクル工作を体験することにより、ご
みの減量・資源化に対する理解を高め
てもらう。

0 0

　のべ1,500名以上の参加

・エコチャレンジファミリー認定事業の紹
介
・川越市の新エネルギー関連施策の紹
介

・エコチャレンジファミリー認定事業の紹
介
・川越市の新エネルギー関連施策の紹
介

0 0

市内の小学生の親子を対象に参加者を
募集し、借り上げバスにてごみ処理施
設の見学及びごみとして排出された廃
材を利用して工作教室を実施した。
参加者　８月１６日　２２人
　　　　 　８月１７日　２３人

市内の小学生の親子を対象に参加者を
募集し、借り上げバスにてごみ処理施
設の見学及びごみとして排出された廃
材を利用して工作教室を実施した。
参加者　８月２２日　２４人
　　　　 　８月２３日　２２人

0

97 17 97 81 105

引き続き環境問題への啓発効果が高い
展示をおこなう

･低公害車の展示

 のべ623名の参加

8,272 8,161

99 71

8,616 8,382

180

8,088

276 182 210 131 187

198 56
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